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１０
月
１８
日
（
日
）
１３
時
か

ら
、
横
浜
そ
ご
う
前
の
地
下

広
場
「
新
都
市
プ
ラ
ザ
」
に

て
「
医
療
・
健
康
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
す
る
。
例

年
好
評
を
博
し
て
い
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
第
２７
回
目
を
迎

え
る
。
昨
年
同
様
「
お
金
の

心
配
な
く
、
安
心
し
て
医
療

に
か
か
れ
る
社
会
へ
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
、
医
療
費
の

窓
口
負
担
〝
ゼ
ロ
〟
と
〝
安

心
し
て
か
か
れ
る
医
療
〟
の

２
つ
の
理
念
の
浸
透
を
図

る
。
昨
今
、
▽
一
部
保
険
外

療
養
制
度
の
創
設
、
▽
薬
剤

の
一
部
保
険
外
し
、
▽
高
額

療
養
費
制
度
の
負
担
上
限
額

引
き
上
げ
、
▽
高
齢
者
の
窓

口
負
担
拡
大
の
検
討
―
な

ど
、
「
安
心
し
て
医
療
に
か

か
れ
な
い
社
会
」
が
足
早
に

近
づ
い
て
い
る
。
今
回
の
テ

ー
マ
を
来
場
者
に
認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
こ
の
情
勢

下
に
医
療
ア
ク
セ
ス
の
必
要

性
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け

と
し
た
い
。

　

今
回
は
「
健
康
イ
ベ
ン
ト
」

（
肌
年
齢
測
定
等
）
を
実
施

し
、
親
し
み
や
す
い
企
画
を

入
口
と
し
て
健
康
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
狙

う
。
ま
た
「
健
康
相
談
」
で

は
、
会
員
に
よ
る
医
科
・
歯

科
の
相
談
に
加
え
、
昨
年
に

初
の
試
み
と
し
て
行
っ
た
栄

養
相
談
も
引
き
続
き
実
施

し
、
３
つ
の
分
野
で
相
談
者

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
お
楽
し
み
企

画
と
し
て
、
医
療
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
で
抽

選
に
参
加
で
き
る「
く
じ
引

き
」
コ
ー
ナ
ー
も
実
施
予
定

で
、
マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
ゼ
ロ
く

ん
」
も
登
場
す
る
。
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
多
種
多
様
な
企
画

は
、
医
療
に
関
わ
る
機
会
の

少
な
い
市
民
と
医
療
者
の
橋

渡
し
に
し
た
い
。
ま
た
、
日
夜

診
察
室
の
内
外
で
奮
闘
さ
れ

る
先
生
方
が
、
医
療
を
取
り

巻
く
状
況
を
直
接
市
民
に
伝

え
ら
れ
る
機
会
で
も
あ
り
、

相
互
理
解
の
一
助
に
な
る
こ

と
を
強
く
望
ん
で
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
交
流

や
医
療
問
題
の
啓
発
に
関
心

を
お
持
ち
の
先
生
方
な
ど
、

会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
る
。

医
療
者
と
市
民
の
交
流
・
橋
渡
し

医
療
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

ご
参
加
を
！

講師の高木氏

情
報
連
携
で
在
宅
ま
で
支
援
拡
大
へ

明
日
か
ら
活
か
せ
る

歯
周
治
療
の
ヒ
ン
ト

横
浜
市
大
・
高
木
氏
が
講
演

杉
原　

俊
太
郎
氏

遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
ア
プ
リ
開
発
・
２４
時
間
見
守
り
…

事
後
抄
録　

歯
科
臨
床
研
究
会

事
後
抄
録　

歯
科
臨
床
研
究
会

請願署名へご協力を

第
３２
期
第
２０
回
理
事
会
　
７
月
２３
日
（
木
）

〈
役
員
２８
名
、出
席
２３
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
６
名
）〉

挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
議
論

さ
れ
た
。
改
定
個
人
情
報
保

護
法
に
関
し
て
は
、
Ａ
Ｉ
開

発
や
統
計
作
成
に
利
用
す
る

場
合
に
限
り
、
医
療
情
報
等

が
含
ま
れ
る
「
要
配
慮
個
人

【
議
長
報
告
】

　

情
勢
討
論
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
骨
太
の
方
針
２
０
２

６
の
閣
議
決
定
、
改
定
個
人

情
報
保
護
法
の
成
立
、
ゼ
ロ

税
率
実
現
へ
の
取
り
組
み
が

情
報
」
を
本
人
の
同
意
な
し

に
収
集
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
厚
労
相
は
、「
不
安
や
懸

念
の
解
消
に
取
り
組
む
」
た

め
の
規
則
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
に
主
体
的
に
関
わ
る
と

し
て
い
る
が
、
本
来
で
あ
れ

ば
事
前
に
国
民
の
意
見
を
幅

広
く
収
集
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
ど
れ
ほ
ど
の
国
民

が
こ
の
改
定
法
が
成
立
し
た

こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
か
、

疑
問
に
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

地
域
医
療
対
策
部
か
ら

は
、
５
月
３０
日
に
開
催
さ
れ

た
第
３４
回
在
宅
医
療
・
介
護

セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
っ
た
。
当
日
の
参
加
人

数
は
現
地
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
合
わ

せ
て
１
６
０
名
で
あ
り
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に

つ
い
て
や
、
診
療
継
続
の
た

め
の
具
体
的
な
作
成
方
法
に

つ
い
て
講
演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

（
議
長
・
湯
浅
○医
）

遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
支
援
で
改
善
が

可
能
だ
と
し
た
。
ま
た
氏
が
創

業
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
開
発
し

た
生
体
看
視
ア
プ
リ
は
、
患
者

を
２４
時
間
３
６
５
日
見
守
る
と

説
明
。
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
や
人
工

呼
吸
器
の
モ
ニ
タ
ー
等
を
遠
隔

で
確
認
し
、
重
症
度
を
評
価
し

介
入
が
必
要
な
患
者
を
選
出
可

能
と
し
た
。
従
来
は
患
者
の

様
々
な
波
形
情
報
を
看
護
師
が

口
頭
で
伝
達
し
非
常
に
ス
ト
レ

ス
だ
っ
た
が
、
数
値
が
可
視
化

さ
れ
現
場
か
ら
好
評
だ
と
し

た
。
２
０
２
４
年
か
ら
診
療
報

酬
化
（
特
定
集
中
治
療
室
遠
隔

支
援
加
算
）
さ
れ
、
大
学
病
院
を

中
心
に
広
ま
っ
て
い
る
と
し

た
。

フ
ラ
を
用
い
て
皮
膚
科
の
医
師

が
薬
疹
を
診
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ

以
外
の
診
療
科
の
サ
ポ
ー
ト
を

実
施
。
そ
の
他
、
増
加
す
る
支

援
側
の
負
担
を
抑
え
る
た
め
、

カ
テ
ー
テ
ル
を
抜
く
等
の
危
険

行
動
を
Ａ
Ｉ
検
知
す
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
予
定
と
説
明
。
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
、
最
少
人
数
で
２４
時

間
体
制
の
見
守
り
を
効
率
的
に

運
用
す
る
こ
と
が
次
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
た
。

遠
隔
医
療
と

地
域
医
療
の
連
携

　

２
０
４
０
年
以
降
在
宅
患
者

数
が
増
加
す
る
中
、
急
性
期
医

療
だ
け
で
は
な
く
地
域
の
医
療

提
供
体
制
全
体
を
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
、
遠
隔
医
療
と

地
域
医
療
の
連
携
が
重
要
と
指

摘
。
横
浜
市
が
推
進
す
る
Ｅ
Ｈ

Ｒ
（
地
域
医
療
介
護
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
と
、多
職
種
連
携
を

サ

ポ

ー

ト

す

る

ア

プ

リ

「T
eam

」
の
連
携
で
病
院
か
ら

在
宅
ま
で
支
え
る
取
り
組
み
を

横
浜
市
で
広
げ
、
遠
隔
医
療
を

繋
ぎ
た
い
と
し
た
。
多
死
社
会

に
進
む
日
本
で
患
者
を
効
率
的

に
見
守
り
な
が
ら
、
適
切
な
搬

送
ま
た
は
看
取
り
ま
で
遠
隔
医

療
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
述
べ

た
。

　

政
策
部
は
７
月
３１
日
、「
地
域

医
療
構
想
に
資
す
る
遠
隔
医
療

の
活
用
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
医
療
問
題
研
究
会
を
協
会

会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開

催
。
講
師
に
横
浜
市
立
大
学
附

属
病
院
・
集
中
治
療
部
部
長
の

高
木
俊
介
氏
を
迎
え
、
医
師
２４

名
、
歯
科
医
師
５
名
な
ど
計
３７

名
が
参
加
し
た
。

　

氏
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
が
遠

隔
で
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）

に
助
言
す
る
「
遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
」

の
取
り
組
み
を
、
Ｔ
Ｖ
報
道
映

像
を
交
え
解
説
。
遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ

は
、
医
療
事
故
の
防
止
や
医
療

の
質
向
上
、
医
師
の
働
き
方
改

革
に
も
貢
献
す
る
と
し
た
。
ま

働
き
方
改
革
に
も
貢
献

　

氏
は
、
遠
隔
医
療
の
優
位
性

を
数
値
や
デ
ー
タ
で
示
し
、
現

場
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
遠
隔

医
療
の
促
進
に
必
要
と
指
摘
。

夜
間
休
日
の
コ
ー
ル
数
に
つ
い

て
、
支
援
導
入
前
は
主
治
医
や

麻
酔
科
医
が
２４
時
間
３
６
５
日

対
応
し
た
が
、
導
入
か
ら
５
年

で
夜
間
帯
は
約
９３
％
を
支
援
セ

ン
タ
ー
が
対
応
し
、
被
支
援
施

設
か
ら
は
「
夜
中
の
電
話
が
１

０
０
分
の
１
に
減
っ
た
感
覚
」

と
評
価
さ
れ
た
と
、
働
き
方
改

革
へ
の
貢
献
を
詳
述
し
た
。
ま

た
、
敗
血
症
の
死
亡
率
が
横
浜

市
立
市
民
病
院
で
下
が
り
医
療

の
質
が
向
上
し
た
と
評
し
た
。

一
方
で
阻
害
要
因
は
従
来
の
診

療
文
化
と
異
な
る
ワ
ー
ク
フ
ロ

ー
へ
の
反
発
や
、
見
守
り
を
監

視
と
捉
え
ら
れ
る
等
が
あ
る
と

指
摘
。
ま
た
支
援
側
の
提
案
が

受
容
さ
れ
効
果
を
生
む
に
は
、

病
院
間
の
信
頼
関
係
構
築
が
重

要
で
あ
る
と
し
、
遠
隔
で
毎
日

定
例
会
を
実
施
し
看
護
師
の
顔

と
名
前
が
一
致
す
る
関
係
を
構

築
し
て
い
る
と
し
た
。

　

他
に
、
青
森
県
の
む
つ
総
合

病
院
で
は
遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
イ
ン

　
歯
科
研
究
部
は
７
月
２
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
明
日
か
ら

活
か
せ
る
歯
周
治
療
の
ヒ
ン
ト

～
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
と

歯
周
外
科
（
Ｆ
Ｏ
Ｐ
）
へ
の
ス

テ
ッ
プ
～
」
を
協
会
会
議
室
と

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
講
師
は

神
奈
川
歯
科
大
学
歯
学
部

臨

床
科
学
系
・
歯
科
保
存
学
講
座
　

歯
周
病
学
分
野

講
師
の
杉
原
　

俊
太
郎
氏
が
務
め
、
１
９
１
名

が
参
加
し
た
。

　

令
和
８
年
度
診
療
報
酬
改
定

で
、
従
来
の
Ｓ
Ｐ
Ｔ
等
は「
歯
周

病
継
続
支
援
治
療
」
へ
と
名
称

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
単

な
る
名
称
の
変
更
に
と
ど
ま
ら

ず
、
従
来
の
画
一
的
な
メ
イ
ン

テ
ナ
ン
ス
か
ら
、
患
者
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
病
態
や
リ
ス
ク
に

応
じ
た
「
個
別
化
さ
れ
た
継
続

治
療
」
へ
と
、私
た
ち
の
考
え
方

た
、
Ａ
Ｉ
検
知
シ
ス
テ
ム
の
活

用
や
、
情
報
連
携
で
地
域
医
療

全
体
を
支
援
す
る
遠
隔
医
療
の

展
望
を
解
説
し
た
。

遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
は

　

氏
は
、
遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
大
規

模
病
院
（
Ｈ
ｕ
ｂ
施
設
）
の
遠
隔

Ｉ
Ｃ
Ｕ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門

医
や
経
験
豊
富
な
看
護
師

が
人
手
不
足
の
中
規
模
病
院

（Spoke

施
設
。Spoke

は
車
輪

の
中
心
を
繋
ぐ
細
い
棒
が
由

来
）
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み

と
解
説
。
横
浜
市
立
大
学
附
属

病
院
の
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
院

内
外
で
合
計
６１
床
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
と
説
明
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ

の
課
題
は
、
集
中
治
療
医
が
充

足
率
約
４０
％
以
下
で
看
護
師
も

不
足
し
、
繁
忙
さ
の
た
め
観
察

を
怠
る
な
ど
シ
ン
プ
ル
な
原
因

で
医
療
事
故
が
生
じ
る
と
し
、

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
大
切
な

契
機
に
な
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

本
講
演
で
は
ま
ず
、
日
本
歯

科
医
学
会
の
「
歯
周
病
の
治
療

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」、

日
本
歯
周
病
学
会
の
「
歯
周
治

療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
２

２
」
を
も
と
に
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
臨
床

的
位
置
付
け
を
整
理
し
ま
し

た
。
Ｓ
Ｐ
Ｔ
は
治
療
の
終
着
点

で
は
な
く
、
「
病
状
安
定
」
と

い
う
リ
ス
ク
を
抱
え
た
状
態
に

対
す
る
包
括
診
療
と
な
り
、
歯

周
病
の
病
状
に
対
す
る
再
評
価

が
肝
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
え
で
、
歯
周
病
新
分
類
に

お
け
るStage

（
重
症
度
と
複

雑
さ
）
とG

rade

（
進
行
リ
ス

ク
）
の
概
念
を
紹
介
し
、
Ｓ
Ｐ

Ｔ
期
間
中
も
継
続
し
て
リ
ス
ク

評
価
を
行
う
重
要
性
を
お
話
し

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
患
者
個
別
の
リ
ス

ク
を
可
視
化
す
るPeriodontal  

R
isk  A

ssessm
ent

（
Ｐ
Ｒ
Ａ
）

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
残
存
ポ

ケ
ッ
ト
、
継
続
す
る
Ｂ
Ｏ
Ｐ
、

骨
吸
収
の
進
行
度
や
全
身
因
子

な
ど
を
総
合
的
に
ス
コ
ア
化
す

る
こ
と
で
、勘
に
頼
ら
な
い
「
根

拠
に
基
づ
く
的
確
な
Ｓ
Ｐ
Ｔ
間

隔
の
決
定
」
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
後
半
で
は
「
非
外
科

治
療
の
限
界
」
に
言
及
し
ま
し

た
。
深
い
ポ
ケ
ッ
ト
に
対
し
、

盲
目
的
な
Ｓ
Ｒ
Ｐ
を
漫
然
と
繰

り
返
す
こ
と
は
長
期
的
な
歯
の

保
存
に
お
い
て
最
適
解
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
再
評
価
で
限
界
を

正
し
く
見
極
め
、
適
切
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
明
視
下
で
の
歯
周
外

科
治
療
へ
移
行
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
歯
周
組
織
の
確
実
な
安
定

に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
臨
床
症

例
と
と
も
に
解
説
い
た
し
ま
し

た
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｔ
を
「
様
子
見
の
定
期

処
置
」
で
は
な
く
「
的
確
な
評

価
に
基
づ
く
意
思
の
あ
る
継
続

治
療
」
と
し
て
実
践
す
る
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
歯
周
治
療
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。本
稿
が
、

日
常
臨
床
に
お
け
る
Ｓ
Ｐ
Ｔ
を

見
直
し
、
必
要
に
応
じ
た
外
科

介
入
へ
と
一
歩
踏
み
出
す
ヒ
ン

ト
と
な
れ
ば
幸
甚
で
す
。

講師の杉原氏

　協会では、来年2027年度の介護報酬改定に向

けて「介護保険制度・介護報酬の抜本改善、大幅

な処遇改善を求める請願署名」に取り組んでいま

す。前回の介護報酬改定では十分な引き上げがさ

れず、訪問介護等の基本報酬は引き下げられ、介

護事業所の倒産・廃業は過去最多となっています。

　介護が崩壊すれば、医療と介護が補完し合う在

宅医療も成り立ちません。医療従事者の立場、お

よび将来介護保険を

利用する可能性のあ

る当事者の立場か

ら、ぜひ署名にご協

力をお願いいたしま

す。

　署名は『月刊保団

連』9月号（9月中旬

ごろ医療機関に到着

予定）に同封いたし

ます。

医療問題研究会


